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公
的
医
療
保
険
に
上
乗
せ
徴
収
す

る
「
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」
を

巡
り
、
こ
ど
も
家
庭
庁
は
被
保
険
者

１
人
当
た
り
の
平
均
月
額
負
担
額
の
試

算
を
公
表
し
ま
し
た
。

「
支
援
金
」
は
２
０
２
６
年
度
か
ら
３

年
か
け
て
段
階
的
に
引
き
上
げ
、
最

も
負
担
が
大
き
く
な
る
２
０
２
８
年
度

に
医
療
保
険
別
で
１
人
当
た
り
の
負
担

額
が
最
も
大
き
い
の
は
、
公
務
員
な

ど
共
済
組
合
の
月
９
５
０
円
、
年
額
で

１
万
１
４
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
▽
大
企
業
の
健
保
組
合
で

月
８
５
０
円
、
年
１
万
２
０
０
円
▽
お

も
に
中
小
企
業
の
協
会
け
ん
ぽ
で
月
７

０
０
円
、
年
８
４
０
０
円
▽
国
民
健
康

保
険
で
１
世
帯
当
た
り
月
６
０
０
円
、

年
７
２
０
０
円
▽
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
で
月
３
５
０
円 

年
４
２
０
０
円
と
な

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　　　

部内資料

０
０
万
円
支
出
し
て
い
た
元
幹
事
長

を
皮
肉
っ
た
句
だ
。
本
人
に
し
て
み

れ
ば
「
年
な
ん
か
関
係
な
い
ま
だ
で

き
る
ん
だ
」「
世
論
が
許
さ
な
い
か

ら
仕
方
な
し
出
馬
断
念
す
る
だ
け

だ
」
と
い
う
無
念
さ
が
に
じ
み
出
た

言
葉
だ
ろ
う
▲
岸
田
首
相
は
裏
金

議
員
39
人
を
処
分
し
て
こ
の
問
題
に

幕
引
き
を
は
か
る
つ
も
り
ら
し
い
。

キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
が
５
０
０
万
円
以
下

の
議
員
は
対
象
外
だ
と
い
う
。
政
倫

審
に
出
席
し
た
議
員
は
も
と
よ
り
裏

金
に
関
わ
っ
た
自
民
党
議
員
は
皆
、

記
憶
喪
失
か
言
語
障
害
か
と
疑
っ
て

し
ま
う
▲
大
幅
軍
拡
を
手
土
産
の

訪
米
で
日
米
同
盟
強
化
が
成
果
だ

と
言
え
ば
国
民
が
納
得
す
る
と
で

も
思
っ
て
い
る
の
か
。
党
内
さ
え
ま

と
め
ら
れ
な
い
首
相
、
内
政
、
外
交

ど
れ
を
と
っ
て
も
末
期
的
症
状
の
こ

の
党
に
政
権
を
任
し
て
お
け
る
の

か
、
国
民
の
評
価
は
内
閣
支
持
率

が
表
し
て
い
る
▲
今
こ
そ
政
治
を
変

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
変
え
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。
野
党
は
共
闘

一
致
し
て
大
道
に
つ
く
べ
き
だ
。

「
読
書
し
て
覚
え
た
言
葉
は

バ
カ
ヤ
ロ
ウ
」
車
中
ラ
ジ

オ
か
ら
流
れ
た
川
柳
で
あ

る
。
書
籍
代
と
し
て
３
５

　

　

ア
メ
リ
カ
で
は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ
だ
よ
岸
田
さ
ん    

守

フ
ナ
侍
軍
拡
土
産
に
米
詣
で　
　
　

 　

          

三
茶

動
き
出
す
自
作
菜
園
命
（
ぬ
ち
）
ぐ
す
い    

徳
子

 
 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気

買
取
り
を
電
力
大
手
が
一
方
的
に

停
止
す
る
「
出
力
抑
制
」
が
２
０

２
４
年
に
前
年
比
で
１
・
４
倍
、

家
庭
の
平
均
電
力
料
金
に
換
算
し

て
７
５
０
億
円
に
上
る
事
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　

福
島
第
一
原
発
の
大
事
故
で
原

発
の
危
険
性
が
明
ら
か
に
な
り
、

「
安
全
神
話
」
が
崩
壊
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
は
原
発
を
減
ら
し
、
安
心
安
全

な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
力

に
組
み
立
て
、
地
球
温
暖
化
対
策

と
合
わ
せ
た
方
針
に
転
換
し
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
岸
田
内
閣
は
一
昨

年
、
経
産
省
や
電
力
会
社
、
原
発

メ
ー
カ
ー
な
ど
「
原
子
力
村
」
と

謀
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
変
更

を
画
策
し
ま
し
た
。

　

国
民
に
知
ら
せ
ず
。
国
会
で
議

論
も
せ
ず
、
閣
議
決
定
し
た
だ
け

で
強
行
し
ま
し
た
。

　

原
発
再
稼
働
や
運
転
期
間
の
延

長
、
ま
た
原
発
の
新
設
ま
で
も
含

ん
だ
原
発
を
基
幹
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

す
る
政
策
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
原

発
は
次
々
に
再
稼
働
さ
れ
、
原
発

の
電
気
が
急
増
し
ま
し
た
。

　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
電
力
会
社

の
送
電
網
に
継
ぎ
売
却
さ
れ
ま
す

が
、
電
気
は
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
る
と
大
規
模
停
電
を
招
く
恐
れ

が
あ
る
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
が
保
て

る
範
囲
内
で
し
か
受
け
入
れ
ま
せ

ん
。

　

電
力
大
手
は
政
府
の
「
優
先
給

電
ル
ー
ル
」
に
基
づ
き
、
原
発
の

電
気
を
最
優
先
し
石
炭
火
力
の
順

に
受
け
入
れ
ま
す
。
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
最
後
に
空
き
が
あ
れ
ば
受

け
入
れ
て
や
る
と
い
う
態
度
で

す
。　

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
民　

山
。
ク
イ
ズ
、
写
真
や
俳
句
、
川

柳
、
絵
手
紙
な
ど
も
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

仕
事
の
合
間
に
、
ち
ょ
っ
と
一
息

を
。
月
々
３
８
０
円
で
す
。

　

宣
伝
紙
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は

手
に
取
っ
て
見
て
く
だ
さ
い
。
ご
希

望
の
方
は
村
端
（
６
２
-
８
４
４

０
）ま
で
。
ち
な
み
に
「
民
医
連
」

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

コ ラ ム
有明

文
芸
欄　

今
月
は
川
柳
で
す

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に
反
す
る
岸
田
政
権

な
ぜ 

公
的
医
療
保
険
に
上
乗
せ
徴
収
？

 

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
改
定
案
は

19
日
の
衆
院
本
会
議
で
、
自
民
、
公

明
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
、
立
民
、
維
新
、
国
民
は
反

対
し
ま
し
た
。

 

日
本
共
産
党
の
高
橋
千
鶴
子
議
員
は

反
対
討
論
で
、
反
対
の
最
大
の
理
由
は

「
財
源
の
問
題
」
だ
と
指
摘
し
ま
し

た
。
（
写
真
）

　

政
府
は
「
歳
出
改
革
で
公
費
を
削

減
し
た
範
囲
内
で
支
援
金
を
徴
収
す

２４

年
廃
棄
再
エ
ネ
、
７
５
０
億
円
に
も

間
、
国
を
あ
げ
て
開
発
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
原
発
再
稼
働

に
よ
っ
て
無
期
限
・
無
保
証
で

「
出
力
抑
制
」
を
強
要
さ
れ
、
再

エ
ネ
の
電
気
を
無
駄
に
捨
て
、
経

営
は
大
打
撃
で
す
。

　

気
候
危
機
へ
の
対
策
は
急
務
で

す
。
各
国
は
再
エ
ネ
の
主
力
電
源

化
を
進
め
ド
イ
ツ
は
８０
％
，
イ
タ

リ
ア
７２
％
（
３０
年
目
標
）
と
高
め

て
い
ま
ｓ
す
。
日
本
の
目
標
は
３７
％

程
度
と
極
め
て
低
水
準
で
す
。
原

発
と
化
石
燃
料
依
存
か
ら
の
脱
却

が
必
要
で
す
。

（
渋
田
見　

太
田 

勍
）

　

と
は
戦
後
の
荒
廃
の
中
、
働
く
人
々

の
医
療
機
関
と
し
て
「
民
主
医
療
機

関
連
合
会
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

無
差
別
、
平
等
の
医
療
と
福
祉
を

目
指
す
組
織
で
す
。

「
い
つ
で
も
元
気
」
は
「
死
ぬ
ま
で

元
気
」
、
健
康
作
り
の
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。　（ 

滝
沢　

村
端
徳
子
）

る
の
で
、
負
担
増
に
な
ら
な
い
」
と
説

明
し
て
き
ま
し
た
。　

　

高
橋
議
員
は
「
労
働
法
制
の
相
次

ぐ
改
悪
で
、
不
安
定
雇
用
と
長
時
間

労
働
の
中
に
若
者
を
お
い
て
き
た
」
、

「
若
者
が
結
婚
や
子
ど
も
を
持
つ
希

望
を
持
て
ず
、
社
会
保
障
の
担
い
手
を

掘
り
崩
し
、
脆
弱
（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）
な

制
度
に
し
た
」
と
自
民
党
政
治
の
責
任

を
指
摘
。
子
ど
も
や
子
育
て
支
援
を

予
算
の
中
心
に
据
え
、
税
制
の
見
直
し

と
軍
事
費
の
削
減
で
財
源
を
確
保
す
べ

き
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

（
３
丁
目　

山
本
久
子
）

健
康
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト

「
体
重
が
減
る
」
「
お
な
か
の
脂
肪

を
と
る
」
な
ど
の
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
が
多
く
な
っ
て
き
た
昨
今
、
た
ま
た

ま
、
あ
る
健
康
食
品
が
健
康
被
害
を

も
た
ら
し
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
１０
年
前
「
機
能
性
表
示
食

品
」
が
急
増
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま　

す
。

　

そ
れ
ま
で
は
「
特
定
保
健
用
食

品
」
が
主
で
し
た
。
こ
の
特
保
は
、
国

が
有
効
性
・
安
全
性
を
審
査
し
許
可

が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
膨
大
な
資
金
や

時
間
が
か
か
り
、
健
康
食
品
業
界
か

ら
は
不
評
で
し
た
。

　

そ
こ
で
業
界
は
、
国
に
働
き
か
け

「
食
品
の
機
能
表
示
制
約
の
見
直
し
」

を
求
め
２
０
１
５
年
か
ら
「
機
能
性
表

示
食
品
」
が
急
成
長
し
ま
し
た
。

 

導
入
時
に
は
自
民
党
に
多
額
の
献
金

が
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
食
は
命
で

す
。
安
全
性
の
確
保
を
願
っ
て
い
ま

す
。            

（
３
丁
目  

薄
井
百
子
）

本
の
紹
介

高橋議員反対討論

　

素
敵
な
写
真
が
い
っ
ぱ
い
で
見
る

だ
け
で
も
楽
し
い
、
民
医
連
の
「
い

つ
で
も
元
気
」
。
読
者
の
意
見
で
出

来
て
い
る
雑
誌
で
す
。

　

内
容
は
健
康
体
操
や
脳
ト
レ
、
社

会
情
勢
、
映
画
紹
介
な
ど
盛
り
沢

　

福神漬け　レシピ

材料　全体で１ｋｇの分量（大根，人参は干した

後の分量）

①大根と人参　

　薄く切ってカラカラになるまで干す

②きうり　なす　塩漬けをしておいたもの

（薄切りにして塩抜きをする、脱水機にかけると

　水分が抜ける）

③レンコン　薄切りして湯通しする

④生シイタケ、しょうが　薄切り

⑤調味料　醤油３合、砂糖３００ｇ、

　酒・みりん・酢　それぞれ０．５合

⑥調味料を煮立てて材料全体にかける

　事前に大根と人参を干し、きうりとなすを塩漬

けするので手間がかかりますが、おいしいです。


